
南アルプス市観光地経営戦略策定支援業務委託仕様書 

 

１．業務名 

 南アルプス市観光地経営戦略策定支援業務 

 

２．業務目的 

本業務は、南アルプス市の持つポテンシャル（ユネスコエコパーク、果樹農

業、歴史文化等）と、近年の劇的な環境変化（コストコ南アルプス倉庫店・

fumotto 南アルプスの開業、中部横断自動車道の全面開通による清水港等から

のアクセス向上、リニア中央新幹線開業の展望等）を冷静に分析し、中長期的

な観光振興の指針となる「観光地経営戦略」を策定するものである。 

本業務において最も重視するのは、実現不可能な戦略やアクションプランを

排し、南アルプス市、南アルプス市観光協会および地域の事業者が自らの課題

として危機感を共有し、自走し始めるための具体的なアクションプランを構築

することであり、資料の納品を目的とするのではなく、地域の動き出し及び、

自律的、継続的な活動が行われることを目的とする。 

 

３．業務期間 

 契約締結日から令和９年３月３１日まで。 

 

４．業務概要 

（１）現状把握・市場分析調査（EBPM と実態調査の融合） 

客観的なデータと現場の実態を組み合わせ、本市の観光実態を可視化する。 

• 人流ビッグデータ解析： 居住地別・属性別の来訪者数、周遊ルート、

滞在時間の分析。 

• インバウンド実態分析（重要）：中部横断自動車道開通に伴う清水港発

のクルーズ船客等の動向予測。 

o 外国人観光客・労働者を受け入れている市内の先行事例事業者へ

のヒアリング調査による、既存バスツアーの動向およびニーズの

把握。 

o V-RESAS 等の既存オープンデータやソーシャルリスニングを用い

た低コストな外国人動態の把握。 

• 産業統計・経済波及効果の推計： 果樹観光の事業者・従事者数の推

移、観光消費額が地域に還流しているかの把握。 

（２）将来像の策定と地域合意形成（観光協会との連携・DX の視点） 

南アルプス市観光協会との緊密な連携を必須とし、地域事業者と共に議論を



深化させる。 

• 検討要素： 果樹、山岳、芦安温泉、富士山の景観、小笠原流礼法、縄

文文化、リニア・高速道路活用、コストコ南アルプス倉庫店・fumotto

南アルプス等の集客、観光 DX（顧客データの蓄積・活用）、インバウン

ド、気候変動対策。 

• ワークショップ運営（最低３回以上）： 特定の事業者が単独で動くので

はなく、市全体の施策、観光協会の事業、および各事業者の動きをどう

連携（牽連性を持たせるか）させるかを議論し、当事者意識を醸成す

る。 

（３）GAP 分析と中長期ロードマップの策定 

• 現状データと将来像を比較し、特に「インバウンド受け入れ体制」や

「デジタル対応」の遅れ等の課題を特定する。 

• 実現が不可能な理想だけのロードマップではなく、市や観光協会及び事

業者が「これなら自分たちが主体となって動ける」という現実的な道筋

を策定する。 

（４） KPI（重要業績評価指標）の設定 

• 観光消費単価、リピート率（デジタル接点数）、外国人来訪者数、事業

者間の連携数など、実効性を測る指標を設定する。 

（５）実行アクションプランの策定（主体別の役割明確化） 

以下の３主体が取り組むべき具体的アクションを、デジタル活用とインバウ

ンド対応を軸に明文化する。 

• 市（行政）： ２次交通インフラ、DX 基盤の整備、インバウンド受入環境

整備。 

• 観光協会（DMO 機能）： 本戦略の主たる実行部隊として、顧客管理

（CRM）の導入、デジタルプロモーション、ツアー企画等を主導。 

• 民間事業者： サービス品質向上、市施策との連動、デジタルを活用し

た顧客接点の強化。 

（６）パブリックコメントの実施 

• 策定案を公表し、市民・事業者から広く意見を募り、市と協議したうえ

で、必要な意見については策定案に反映させる。パブリックコメント募

集の市の HP への掲載は市で行う。 

（７）政治的合意形成 

• 市長、副市長、市議会に対し、適切なタイミングで発注者と共に進捗報

告を行い、戦略の妥当性と予算配分の整合性について支援を行う。 

 

 



５．プロポーザル評価項目・配点 

評価項目 評価の着眼点 
配

点 

1. 業務理解度・実

施体制 

本市の特性と課題（観光協会との連携の重要性

等）を理解し、適切なスタッフを配置している

か。 

10 

2. データ活用とコ

スト管理 

予算内で、既存データやヒアリングを駆使してイ

ンバウンドを含む現状をどう分析するか。 
25 

3. 地域調整・コミ

ュニケーション能

力 

観光協会や独自に動く事業者と市の施策をどう繋

ぎ、現場を巻き込むか。 
25 

4. 実効性・DX・自

走化の提案 

戦略策定後に、市や観光協会及び地域事業者が主

体的に対応を継続できる仕掛けがあるか。 
30 

5. 政治的調整能力 
行政幹部や議会に対し、予算投入の根拠を明確に

説明・報告できるか。 
10 

 

６．特記事項 

• 観光協会との連携： 受託者は、本業務の全過程において発注者である

南アルプス市及び南アルプス市観光協会と密に情報共有を行いながら進

めること。 

• 納品される戦略資料は、将来の検証に耐えうる論理的根拠が豊富なもの

であること。 

 

７．冊子の作成及び提出 

  親しみやすく理解されやすい、デザイン性の高い冊子とし、ユニバーサル

デザインや見やすいフォント、色使いに配慮すること。また、図表、フロー

チャート、写真等を適切な配置で活用すること。写真等のデータについては

本市が所有するデータを活用しても構わない。 

• 製本済みのもの １００部 

• 電子データ：本業務に関する電子データ一式を電子媒体に記録し納品す

る。 

 

８．その他事項 

• 受託者は業務上知りえた情報を第三者に漏らしてはならない。 

• 仕様書に定めのない事項については、必要に応じて委託者と受託者の協

議によるものとする。 


